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滋賀県下のほ場整備事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査は、はや10年目を迎えることに

なりました。この間ほ場整備事業の拡大に伴い発掘調査件数も年々増加してきました。

このような状況のもとで発掘調査と開発事業との間で大きな問題が生じることなく発

掘調査が円滑に実施出来ておることは関係機関の御理解の賜ものと感謝いたします。

発掘調査で得られた資料や成果を公開し、広く県民に提供するため、ここに昭和57年

度に実施しました発掘調査の報告書を刊行することにいたしました。

この報告書が、滋賀の埋蔵文化財に関する理解を深めていただく一助となれば幸いで

あります。

最後にこの調査に御協力をいただきました地元関係者および関係機関の方々に対し厚

くお礼申し上げます。

日召不日58笙午 3月

滋賀県教育委員会事務局

文化部文化財保護課長

外 池 忠 雄
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1.本報告書は、昭和57年度県営ほ場整備に伴う埋蔵文化財発掘調査のうち、県農

林部の費用負担にかかる調査成果を収載した。

2.本報告書は、昭和57年度事業の第 4分冊にあたり、湖南地区の 5遺跡を収録し

た。

3.調査にあたっては、県農林部耕地建設課、草津県事務所土地改良課、守山市、中

主町教育委員会から種々の協力を得た。

4。 現地調査は、本県教育委員会文化財保護課技師大橋信弥を担当者とし、滋賀県

埋蔵文化財センター谷技師谷口 徹を主任調査員に得て実施 した。

5。 調査に協力を得た諸氏については、各遺跡ごとに記した。厚 く感謝の意を表す

る次第である。

6。 本報告書は、大橋 。谷日が編集・執筆し、遺物写真等で寿福 滋氏の多大なる

協力を得た。また、各章の文責は第 1章が谷日、第 2～ 第 5章が大橋である。
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第 1章 守山市赤野井遺跡



1. は じ に

本報告は、守山市に所在する赤野井遺跡について、昭和57年度に実施 したほ場整備事業に伴 う発掘調査の成

果を収めたものである。

赤野井遺跡は、ここ数年来、ほ場整備事業を始め宅造などに伴って、継起的に発掘調査が実施されており、

赤野井町を中心に十二畢町・石田町 。杉江町などにも、河道や低湿地を隔てて連綿と広がることが確認されて

きている。今回調査を実施した S区は、現杉江集落の南東に位置しており、狭義の杉江東遺跡内に収まる。T

区は、現赤野井集落と杉江集落の中間に位置してお り、狭義の赤野井遺跡西端部を構成している。

発掘調査は、幹線・支線の両水路工事路線にそって、 S区で18ケ所 (Sl～ S18)、 T区で20ヶ所 (Tl～

T20)の合計38ヶ 所に試掘トレンチを設定した。試掘調査の結果、遺構の確認されたトレンチでは、その広が

りに応じて トレンチを拡張した。現地調査は、昭和57年 7月 1日 より9月 11日 までの約 2ヶ 月半を要し、以後、

整理作業を行なった。

2.調 査

Slト レンチ (図 3・ 4・ 8・ 9・ 10。 11)

幹線水路部にそって、中10m、 長さ 100mの トレンチを設定した。先年の調査で、当 トレンチ北東方向 200

m間に中世村落遺構を確認しており、それに連続する遺構の広がりが予想された。

調査の結果、耕土層・床土層を順次削平すると、灰褐色砂質土からなる地山が露呈し、この地山を切 り込ん

で、予想どおり中世村落遺構が検出された。遺構は 4群の掘立柱建物を主に、土城、濤、河道、沼沢地などよ

り構成される。

掘立柱建物 (図 4・ 8)

トレンチ南西端 (A群 )、 SKl付 近 (B群 )、 S K18付近 (C群 )、 北東端 (D群 )の 4群が識別される。

滞や沼沢地などによって分離される傾向が認められ、A群は後世の削平を受けて大半が消失している。 D群の

西方で検出した掘立柱建物は 3間 × 1間以上の総柱からなる倉庫址と考えられ、一度建て変えられている。倉

庫上の周囲には枡がめ ぐって、他の掘立柱建物 とは画されている。枡外の掘立柱建物は A～ C群の掘立柱建物

と同様、数間×数間の比較的小規模なものが蠣集する。いずれの建物も、若千の振幅は認められるが、野洲郡

条里 N-34° 一Eの方位が意識されている。

柱穴内より出土した遺物 (図 8)は、黒色土器筑、土師質中皿・小皿、土師質羽釜、土師質甕、陶質鉢、白

磁坑、須恵質杯蓋 。と不身、土師質土錘それに柱根など比較的豊富である。黒色土器筑 (B01～ B25)は 、ヘラ

ミガキの手法がわずかに口縁部に散見されるにとどまり、暗文の手法が一般化している。瓦器の強い影響下に

生まれたいわゆる「近江型」の黒色土器 と考えられる。大橋信弥氏の編年案に従えば、
｀
杉江遺跡 SD2、 例以降

の所産であり、そのなかでも浅い筑部、粗雑な暗文、退化した高台等、比較的新しい様相を示すものが多く見

い出される。なお、B24・ B25は 、ともに口径が10cm前後 と小さく、器壁も薄手の一群のものであるが、瓦器

め

果結

区
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第 1図 .赤野井遺跡位置図

韻に函
第 2図 .赤野井遺跡 トレンチ設定図(Sl～ S18・ Tl～ T20)
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あるいは瓦質土器のように堅緻ではない。 B26は 内外面黒色の中皿である。

土師質中皿は、 3類が判別される。 1類はE05～ E07の 、日縁部を指でつまみ上げ横ナデを加えたもので、

端部は外反する。 2類は E08～ E13の、日縁部引き起こしの結果、端部が内傾気味のものである。肉厚はほぼ

一定している。 3類は E14～ E19の 、立ち上がり部に強い指押えを加えた結果、器壁が薄 くなり反面口縁部が
注②

肥厚してきたものであ る。横田洋三氏の編年案に従えば、1類が Alタ イプ、2類が A2タ イプ、 3類がA3タ イ

プにほぼ相応する。土師質小皿は、先の中皿の分類に従って 2類 (E20～ E31)と 3類 (E32～ E45)力半J丹 1

され、同じく横田編年案のA2タ イプとA3タ イプに相応する。E20・ E21は 、口縁端部外面に押しナデが加

えられている。

土師質羽釜は、内傾する口縁部の端を厚 くかつ丸 く収めやや内側にせり出させたタイプのもので、稲垣普也氏の

編年案に従えば、 C型式に相応するものである。以上、柱穴内より出上した土器を概観すると、概ね平安時代

末から室町時代初頭頃にかけて、掘立柱建物が構築されつづけたものと考えられる。

sK2(図 4・ 9)

L字形をした土城である。地山 I層の灰褐色砂質土層より切 り込まれ、地山Ⅲ層の灰褐色砂礫層中に底部を

置 く。底部はU字形を呈し、深さ60Cmを 計る。覆土は 3層 よりなり、③層の泥土層を分離して下層に、①
o②

層を上層として遺物の取 り上げを行なった。その結果、大半の遺物が上層特に①層中から出上し、下層から出

上したのは、黒色土器魂 2点 (B01・ B02)に 限られた。上層からの出土遺物は比較的豊富で、黒色土器塊21

点 (B03～ B23)の他、土師質中皿 (E ol・ E02)'小皿 (E03～ E08)がある。黒色土器魂は、ヘラミガキ

の手法を口縁部内外にわずかに残すものが散見されるにとどまり、暗文の手法が一般化している。そのなかで

も下層出上のB01・ B02は 、ヘラミガキの手法を良く残し、暗文も比較的丁寧に施すなど古相を示すが、上層

出土土器の中には、坑部がやや浅 くなり、粗雑化した暗文、退化した高台等、新しい様相を加えたものが出現

している。

土師質中皿は、日縁部を指でつまみ上げ横ナデを加えた Aユ タイプのものである。小皿はAlタ イプの他 A2

タイプのものが散見される。概ね平安時代末から鎌倉時代初頭期の一括性のある遺物と言えよう。

S Ki3(図 4)

楕円形を予想させる土城である。黒灰褐色砂質土の浅いレンズ状堆積をなす。

S K14(図 4)

L字形をした濤状の上址である。黒灰褐色砂質上の浅いレンズ状堆積をなす。

S K15(図 4)

正円形に近い土転である。暗灰褐色粘質土の浅いレンズ状堆積をなす。

S K16(図 4)

断面が現状を呈する土転である。覆土は、①暗灰褐色粘質土層、②黄灰褐色粘質土層、③黒灰褐色粘土層の

3層が識別される。

S K17・ S K18・ S K19(図 4・ 10)

3基の方形を基調とする土拡が、おのおの切り合い関係をなして検出された。断面観察の結果、S K19が最

も古く、S K17→ S K18の順に新しくなることが判明した。S K17は①黒灰褐色砂質土層、S K19は④暗灰褐

色砂質土層のそれぞれ単純層によって埋まり、S K18は ②暗灰褐色砂質土層と③黒灰色泥土層の 2層の覆上に

よっておおわれている。S K18の③層内より上師質月ヽ皿3点 (E01～ E03)が出土している。Alタ イプ (E

-3-



ol)と A2タ イプ (E o2・ E03)が確認される。

S K20(図 4)

円形の上城である。地山 I層 の灰褐色砂質土層より切 り込まれ、地山Ⅲ層の灰褐色砂礫層中に底部を置 く。

底部は不定形ながらU字形を呈し、深さ 110Cmを計る。覆土は5層 よりなる。①黒灰褐色粘土層、②黒灰褐色

粘土と灰褐色砂質上のブロック、③灰褐色粘土と黄褐色粘土と灰褐色砂質上のブロック、④黒灰色粘土と灰褐

色粘上のブロック、⑤黒灰色泥土層が順次堆積を重ねている。形状から推して、円形素掘りの井戸であった可

能性も考えられる。

S K21(図 4)

方形の上城である。黒灰褐色砂質土の浅いレンズ状堆積をなす。

SD3(図 3'4・ 10)

沼沢地が埋没した段階で、東南から北西方向に蛇行しながら流れる濤である。南側では 2つ
の流れに分岐す

る。又、西側では、隣接する土城との関連か濤肩の崩落を防ぐための護岸施設 (図
3)が施されている。横位

に配した板材や九大を、矢板・丸杭・竹杭等を打ち込んで固定して
いる。濤は坑状の横断面を呈し、 3層の覆

上が判別される。①層は黒褐色粘質上、②層は黒灰褐色粘質土、③層は黒灰色泥土層よりなる。濤内よ
り、黒

色土器筑 (B01・ B02)、 土師質中皿 (E04)、 受口状を呈する土師質甕 (E05)、 土師質羽釜 (E06～
E08)、

瓦質三足蝸の脚部 (Z01)、 瓦質火合 (Z02)、 須恵質鉢 (C01'C02)、 陶質片口鉢 (P01)・ 鉢 (P02・

P03)、 自磁筑 (W01)、 土錘 (E09～ E ll)な どが多様に出土している。黒色土器筑は粗雑な作 り、退化し

た高台等から末期に近い製品と考えられる。土師質中皿はA3タ イプ、土師質羽釜は C型式のものである。

SD4(図 4・ 10)

SD3の 北側をほぼ平行して走る濤である。濤内より上師質羽釜 (E12・ E13)、 陶質鉢 (P04・ P05)な

どが出土している。土師質羽釜は C型式のものである。

0

|

第 3図 . Slト レンチ、SD3護岸施設実測図
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S D12(図 4・ 10)

現行条里にそって、北東から南西に走る濤である。黒灰褐色砂質上の浅いレンズ状堆積をなす。上錘 1点 (

E03)が出上している。

S D13(図 4・ 10)

S D12に 直交するように、北西から南東に走る濤である。黒灰褐色砂質上の浅いレンズ状堆積をなす。土肺

質中皿 1点 (E01)が出土している。A2タ イプのものである。

S D14(図 4・ 10)

現行条里にそって北東から南西に向かって流れ、沼沢地で開口していたものと考えられる。地山 I層 より切

り込まれ、地山H層の灰青砂層中に底部を置く。底部は筑状を呈し、深さ25Cmを 計る。覆土は、①黒灰褐色砂

質土層、②黒灰色粘土層、③暗灰褐色砂質土層力司慣次堆積を重ねて埋没している。層内より瓦質火合 (Z01)

と土錘 (E04)の 各 1点が出上している。

SXI(図 4・ 図10)    ‐

不定形ながらT字形に近い形状に大きくよどんだ落ち込みである。地山I層の灰褐色砂質土層より切り込ま

れ、地山Ⅱ層の灰青色砂層中に底部を置く。層内には、①暗灰褐色砂質土層、②黒灰褐色砂質土層、③責褐色

砂質土層、④黒灰色粘土層、⑤灰褐色粘質土層力Ⅵ贋次堆積を重ねており、層中より上師質小皿 (E o2)、 陶質

鉢 (P01,P02)が 出土している。珂ヽ皿はA3タ イプのものである。

SX2(図 4)

壁面からわずかに顔をみせる落ち込みである。地山I層の灰褐色砂質土層より切り込まれ、地山H層の灰青

色砂層中に底部を置く。層中には①暗灰褐色砂質土層、②黒灰褐色砂質土層、③淡黒灰褐色砂質土層、④暗黒

灰褐色砂質土層、⑤黄褐色粘質土層、⑥黒灰色粘土層力胡贋次堆積を重ねて埋没している。

SX3(図 4)

壁面からSD2に切られる形でわずかに姿をみせる落ち込みである。地山I層の灰褐色砂質土層より切り込

まれ、地山Ⅲ層の灰褐色砂礫層中に底部を置く。層内には①淡黒灰褐色砂質土層、②暗灰褐色砂層、③黒灰褐

色砂質土層、④暗黒灰褐色砂質土層、⑤黒灰色粘土層力Ⅵ隕次堆積を重ねて埋没してぃる。

沼沢地 (図 4)

幅15m前後で、南東から北西方向によどむ沼沢地である。最深部で lm余を計り、 9層が薄く層状に堆積し

ている。堆積土は、④黒色粘土層、⑤黒灰色粘土層、⑥黒灰褐色粘土層、⑦煮褐色粘土層、③灰青褐色粘土層、

③黒褐色泥土層、⑩暗灰青褐色泥土層、①黒灰色泥土層、⑫黒灰褐色泥土層よりなる。

S2ト レンチ (図 6)

S12ト レンチとS3ト レンチの間に設定した、8m四方の試掘的な トレンチである。当地は大きくレベルが

下がり、常時湧水を伴なうような地であり、遺構の存在は余り期待してはいなかった。ところが耕土層、床土

層を順次削平すると、灰青色砂層の地山を切り込んで 1基の上拡が検出された。黒褐色粘土で覆われており、

円形素掘りの井戸であった可能性が考えられる。

S3ト レンチ (図 5。 11)

S区の南西端、 S2ト レンチとはクリークを隔てた最も低い地点に位置している。幹線水路部にそって、巾
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10m、 長さ50mの トレンチを設定した。

調査の結果、耕土層、床土層を順次削平すると、灰褐色砂質上層からなる地山が露呈し、この地山を切り込

んで堀立柱建物、井戸、沼沢地などが検出された。

掘立柱建物 (図 5)

現4予条里にそって、小規模な建物が数棟検出された。柱穴掘り方には黒灰褐色粘土が、又柱穴内には黒褐色

粘上が充填されている。掘立柱建物はSElを境にしてその南西側には認められないようである。柱穴内より、

黒色土器筑 (B01～ B04)、 土師質中皿 (E07'E08)、 土師質土錘 (E05・ E06)な どが出上している。上

師質中皿はA3タ イプのもので、 2例 とも口縁端部外面に押しナデが施されている。

SEI(図 5。 II)

トレンチ西端で検出した井戸である。地山I層 の灰褐色砂質土層より切り込んで、地山Ⅱ層の灰青色砂層中

にその底部を置く。地山H層は湧水を伴なう砂層である。井戸には、径 1.6mの円形の掘り方のほぼ中央に、

径 0.6mの井側の痕跡が認められる。おそらく、当初は曲物が井側として組み込まれていたのであろう。井戸

の類型からいうと、円形曲物型木組井戸である。

井側および井側上面には、①暗黒褐色砂質土層、②淡黒灰褐色粘質土層、③黒灰褐色粘質土層、④暗灰褐色

粘土層、⑤淡黒褐色粘土層、⑥黒灰色泥土層、⑦暗灰青褐色泥土層が順次堆積しており、又、掘 り方内には、

③淡黒灰色粘土層、③灰褐色粘土層、⑩淡黒灰褐色粘土層、⑪灰青褐色粘上層、⑫黒褐色泥土層、〇灰青褐色

泥土層が充填されていた。井側内より、黒色土器坑 (B05)、 土師質中皿 (E09)、 須恵質片口鉢 (C01)な

どが出土している。

S5ト レンチ (図 6)

支線水路部にそって、幅 4m、 長さ10mの トレンチを設定した。耕土層、床土層を順次削平すると、灰褐色

粘質土からなる地山が露呈し、この地山を切 り込んで 1条の濤が検出された。黒褐色粘上の浅いレンズ堆積を

なしており、上部にMn02の沈着が認められる。

S7ト レンチ (図 6)

S5ト レンチ同様、支線水路部にそって、幅 4m、 長さ10mの トレンチを設定した。耕土層、床土層を削平

すると、灰褐色粘質土からなる地山が露呈し、 1条の濤が検出された。濤は北西から南東方向の流路を保って

いる。黒褐色粘上の境状堆積が認められ、上部にMn02の沈着が著しい。

S12ト レンチ (図 6。 11)

Slト レンチのすぐ南西側に、 Slト レンチに直交するように設定したトレンチである。当地一帯には造園

用の植樹が行なわれており、その上壌を削平すると、灰褐色砂質土からなる地山が露呈した。この地山を切り

込んで、掘立柱建物や土城・濤などが検出された。

掘立柱建物 (図 6・ H)

現行条里にそって掘立柱建物が 2棟確認できた。両棟とも相対するように廂を有しており、又、南東―北西

方向に半間のずれが認められる。柱穴内より土師質小皿 1点 (E12)が 出上している。
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SKI・ SK2。 SK3(図 6・ H)

いずれも円形を呈する土転である。SKl・ SK2は 黒灰褐色粘質上の浅いレンズ状堆積を示している。S

K3は、同じくレンズ状堆積だが、①黒灰褐色粘質土層、②暗灰褐色砂層、③暗黒灰褐色粘質土層、④灰褐色

砂層、⑤黒褐色粘土層の5層が識別される。SKlよ り瓦質三足jflRの脚部片 (Z01)が出上している。

S16ト レンチ (図 6。 11)

Slト レンチと北東のクリークの間に設定した試掘 トレンチである。調査の結果、 トレンチ内でL字状に曲

折する濤 1条 を検出した。溝幅は lm余を計り、濤内は暗灰褐色砂質上の単純層によって覆われている。層内

より黒色土器塊 (B06～ B08)、 須恵器杯身 (C02)な どが出上している。なお、当地は旧来沼沢地であった

と考えられ、地山は黒色粘土によって形成されてぃる。沼沢地埋没後、濤が掘開されたと考えられる。

T6ト レンチ (図 7)

当 トレンチは、これまでの調査の結果、現赤野井集落方向に広大に広がる微高地の西端近くに位置している

と予想される。耕土及び床土を順次削平した結果、その直下に灰褐色粘質土からなる地山が広がっていた。こ

の地山は全体にモザイク状の攪乱を受けており、遺構の遺存状況は良好とは言い難い。検出した遺構は土拡と

柱穴からな り、 トレンチの北東辺に集中している。土城は 3基確認しており、 1辺 lm前後の隅丸方形プラン

を呈している。柱穴は 1辺30cm程度の方形の掘 り方のものを2例確認している。いずれの遺構も黒褐色粘質土

の単純層によって覆われてお り、層中より遺物の出土はなかった。

T10ト レンチ (図 7・ H)

幹線水路部にそって、幅10m、 長さ70m余の トレンチを設定 した。 トレンチの南西側には、す ぐ守山川の流

れがあり、又、周辺一帯には低平地が広がっている。当地のわずかな微高地を利用して、以下の遺構が構築さ

れたものと考えられる。

調査の結果、耕土層、床土層を順次削平すると、灰褐色砂質土層 (一部粘質化 )か らなる地山が露呈し、掘

立柱建物・土拡・濤などが検出された。遺構の広が りは、 トレンチ内の特に北西側に集中する傾向にある。

掘立柱建物 (図 7・ H)

12棟の掘立柱建物を確認した。いずれの建物も、若千の振幅が認められるものの、野洲郡条里 N-34° 一E

の方位がすでに意識されている。建物の中には 2間 × 3間の倉庫 と考えられる総柱建物 1棟が存在する他、 3

間× 4間の掘 り方のしっか りした建物、 1間× 2間のやや貧弱な建物など、建物の状況は多様である。又、そ

れらを画す施設も認められない。柱穴内より須恵器 lTh身 4点 (C03～ C06)が出上している。

SKI(図 7・ II)

2.7mx l.4mの 隅丸方形を呈する土拡である。黒灰褐色粘上の浅い皿状堆積をなす。層内より、土師器の

中型甕 (E10)、 す不身 (E ll・ E13・ E14)、 須恵器のナ不身 (C07・ C08。 C ll)が 出上している。

SK2(図 7)

2.Om× o.4mの 濤状の上転である。黒灰褐色粘質上の浅いレンズ状堆積をなす。

区
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SK3(図 7・ II)

8,4m× 1.2mの細長い濤状土拡である。黒灰褐色粘質上の浅いレンズ状堆積をなす。須恵器
lTh身 2点 (C

09。 C10)が出上している。

SK4(図 7)

守山川の堤防による攪乱のため過半を消失しており全様は不明だ
が、 SK3同 様細長い濤状土拡になるもの

と思われる。黒灰褐色粘質上の塊状堆積をなす。

SK5(図 7)

ピットを 2つ連結したような隅丸方形の上拡である。上層に黒灰色粘上、下層に黒褐色粘土
が充填されてい

る。

SDl(図 7)

西から東へ弧状に流れる濤である。幅 1.4m前後、深さ 0.4m余 を計る。断面は筑状を呈しており、①暗
黒

褐色粘質土と地山I(灰褐色砂質土)のブロック状混入層、②暗黒褐色粘質土層、③黒褐色粘質土層、④黒灰

色粘土層の4層が識別される。地山Iよ り切り込まれて、地山Ⅲの灰褐色粘土層中に底部を置く。

SD2(図 7)

南西から北東への直線的な流路を保つ濤である。幅 0.5m、 深さ 0.2mを計る。断面はU字状を呈し、①黒

色粘土層、②黒褐色砂質土層、③黒褐色砂質土と地山Iの混入層の3層が識別合れる。地山Iよ り切り込まれ、

地山Hの黒褐色腐蝕土層中に底部を置く。

SD3(図 7)

L字状に屈曲する濤である。幅 0.7m、 深さ 0.5mを計る。断面はU字状を呈し、①暗灰褐色粘
土層、②地

山Hの ブロック状混入層の 2層 よりなる。地山Iよ り切 り込まれて、地山Ⅲ中に底部を置く。

T14ト レンチ (図 7)

T14は幅 3m、 長さ 100mの狭長なトレンチである。耕土及び床土層を順次削平すると、灰褐色砂質
土から

なる地山が露呈し、地山を切り込んで沼沢地と濤が検出された。沼沢地は黒褐色泥
上の浅い単純層からなり、

わずかな低平地をねうように広がっている。当地は現在の赤野井集落と杉江集落
の中間に位置しており、かつ

ては守山川とその支流が網状に流れ、周辺には小規模な後背湿地が点在して
いたと考えられる。今回検出した

沼沢地も又、これらの後背湿地の一端であろう。

沼沢地埋没後、 トレンチに平行ないし直交する濤が掘開される。 トレンチに平行する濤は、やや蛇行しなが

らも、概ね N-34° 一Eの方向にあり、 2層の覆土が識別される。覆土上層は赤褐色砂礫層
で、Fe20 3や Mn02

の沈着が著しく、近世の陶器細片をわずかに混入している。下層は責褐色砂礫層であ
る。又、直交する濤は、

先の下層に類した砂礫層を基調とするが、全体に黒色を強める傾向
にあリー部泥土化する箇所も認められる。

トレンチの南東側には、 トレンチにそって現行条里の畦が走っており、検出した平行する濤とセットになって

坪境を形成していたものと考えられる。直交する濤は20m余のほぼ等間隔に 4条 を確認し
た。半折形の水田に

伴なうものかもしれない。

注

① 大橋信弥「 近`江型、黒色土器再考」『手原遺跡発掘調査報告書』栗東町教育委員会

② 横田洋三「出土土師皿編年試案」『平安京跡研究調査報告』第5輯 .古代学協会

③ 稲垣晋也「法隆寺出土資料による上釜の編年」『大和文化研究』7-7





3.お わ に

以上(赤野井遺跡 S区・T区の調査について、その概要を記した。T10ト レンチで検出した平安初期の遺構t

Slト レンチ及びその周辺で検出した平安末から室町期の遺構は、先年杉江町北方で確認した中世遺構ととも

に、当地方での古代から中世の村落のあり方を示すものとして興味深い。T10ト レンチで検出した平安初期の

村落は、すぐ南西を守山川に画されており、T10ト レンチ前後の長さを保ちながら北東方向に伸びるのであろ

う。Slト レンチ周辺の中世村落は、Slト レンチから北方約 200m、 南は山賀川に至るまでの総延長約 500

m間、河道や沼沢地、濤などによって分断されながら点在することが知られる。東へはSlト レンチより余り

伸びることはなく、西はおそらく現杉江集落と一部重複するものと予想される。

なお、Slト レンチ北端で検出した倉庫跡は、周囲に棚がめぐって倉屋敷とも称すべき一画が形成されてい

る。一方、搬外に婿集する小規模な掘立柱建物群は、中世的小百姓の居住域と予想される。又、S12ト レンチ

で検出した掘立柱建物 2棟には廂が付されていた。先年、杉江町北方で検出した中世遺構にも、大型の掘立柱

建物に廂がついており、それはさらにその外周に濤がめぐっていた。これらは、名主層の居住域と考えて良い

のかもしれない。

これまでの調査は、いずれもほ場整備事業に伴う狭長なトレンチ調査であり、中世村落の全様は明らかにす

べくもないが、村落にあらわれた状況は多様である。今後、当地方の古代・中世村落を解明する一助となれば

幸いである。

(調査参加者〕

調査員 進藤 裕、調査補助貝 北野隆司 。上形徳行・角出裕資・浦谷昌章・三井弘樹・筈井美博・

南井安則・吉,|1与司―・北脇邦彦・松居正高
。南 清章・田中央―・落盛 実・和田正嗣・高田康

弘・高山雅―・田中 悟・加賀爪美子・川下晴美・田中玲子・北村則子・出湯広子・伊東恭子

ｎ
ソ
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第 2章 守山市小浜遺跡





1。  は じ に

小浜遺跡は、従来未周知の遺跡であったが服部遺跡の東北端の確認を一つの目的として、今回試掘調査を実

施することとした。調査ltは 、小浜集落の東、旧野洲川北流が大きく蛇行する、通称「稲荷前」の西北一帯を

占める。この地の暗渠排水工事は、深さ約50～ 70Cnであり、埋設予定地に幅 lm、 長さ4mの トレンチを設定

して、遺構の深さ、有無を把握するよう努めた。

試掘坑は、水田 1枚に 3ヶ 所、合計 64ヶ所に設置して、東から順次調査をすすめた。調査箇所の東側の過

半では、耕土 。床土を除去した段階で、黄褐色砂質土が、全面に広がっており、この地が、野洲川北流の氾濫

原となっていたことが知られた。ただ、小浜集落に近い、西北端においては、遺構こそ検出されなかったが、

深さ80～ 90Cmで、中世の遺物を包含する層が、いくつかの トレンチで検出され、現集落と重複して、遺跡の存

在することが明らかになった。ただし出土遺物は、いずれも小破片で、実測するには到らなかった。

｀
一 ――‐ヽヽふ‐‐、ヽ、ヽ、ヽ___¨
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第12図 .小浜遺跡位置図
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3. ま

今回の調査は、きわめて限定されたものであったが、現小浜集落の東側において、遺物包含層を検出したこ

とによって、従来未周知であった本遺跡の存在が明らかになり、合せて野洲川氾濫の様相の一部が明らかとな

った。今後、この地域についても、遺跡保存が十分にはかられる必要があろう。

〔調査参加者〕

調査補助員 北野隆司・筈井美博・北脇邦彦・浦谷昌章・山本三良・山本恵理
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第 3章 守山市幸津川遺跡





1. は じ に

幸津川遺跡は、守山市幸津川町の集落周辺一帯に所在しており、野洲川改修工事に先立って、一部の試掘が

なされたのみで、その実態は、ほとんど明らかでなかった。今年度は幸津川集落の西側一帯において、暗渠排

水工事が計画されたため、埋設部分の試掘調査を実施した。

2.調 査 結 果

調査は、原則的に、遺構の有無、深さを確認することを目的として、暗渠埋設箇所に、幅 lm、 長さ4mの

試掘濤を、計32ヶ 所設置して実施した。

各 トレンチとも、深さlm以内においては遺構・遺物の検出はなく、工事に支障のないことが判明した。こ

の地域の層序は、耕土が約15cm、 青灰色粘土層が15～ 20cm、 以下青灰褐色砂質上が厚く堆積していた。
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士ロ

第16図 .辛津川遺跡位置図
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第17図 .幸津川遺跡 トレンチ設定図
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3.ま  と め

今回の調査は、きわめて限られたものであったため、特記すべき成果はなかったが、幸津川遺跡の範囲が、

集落の西側にはほとんどのびないことが明らかになった。

〔調査参加者〕

角出裕資 。玉井弘樹 。吉川与司―・田中央―・奥村二朗・三上発代
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第 4章 守山市服部遺跡





1. は じ に

服部遺跡は、昭和49年、野洲川改4笏工事中に発見された大規模な遺跡で、五ヶ年を要し
て実施された発掘調

査によって、組文晩期から鎌倉時代に到る重複遺跡であることが明らかになっ
た。この地域のほ場整備は、す

でに野洲川改4多事業に先立って完了していたが、ここ数年来、暗渠排水工事が改め
て計画
。実施されている。

このため、従来は一部立会い調査を実施していたが、今年度は、一部試掘調査を実施す
ることにした。

2.調 査

調査は、原則的に、遺構の存否、深さを確認することにとどめることとし、暗渠
排水工事の実施される部分

に、幅 lm、 長さ4mの試掘坑を 3ヶ所設定して、順次調査をすすめた。

今回は、工事計画の関連で、新庄地先の水田数枚のみが対象とな
ったが、畑作等で、重機の使用が不可能で

あったため、計 3ヶ 所において、入力による調査を実施 した。

各試掘坑とも、地表下 lm以内においては、遺構・遺物の分布はなく、数枚の耕作面が認められるにすぎな

かった。
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第19図 .服部遺跡位置図
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第21図.服部遺跡柱耕断面図

3. ま と

今回の調査は、きわめて限定されたものであったが、結果的には、この地域の遺構が、地表下 lm以下に所

在することを、改めて検証することになった。服部遺跡の範囲は、さきの調査で、南北がほぼ確認されたが、

東西については、依然不明であり、今後、範囲確認調査が必要となるであろう。

〔調査参加者〕

調査員 川立長司、調査補助員 北野隆司・田中央―・寺田雅彦・中山順子
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第 5章 中主町八夫遺跡





1. は じ

中主町におけるほ場整備事業は、昭和50年以前に大半が完了したため、遺跡調査は不十分で、工事完了後、

何ヶ所かで、遺物の散布が穀告された。今回、暗渠排水工事が計画される八夫地区についても、町教委の分布

調査により、遺物の散布が指摘されていた。当調査地は、野洲川北流の右岸微高地と、八夫・虫生。木部など

の集落をのせる微高地にはさまれた、低平地にあたる。調査は、遺構の有無、深さを把握することを主たる目

的として、1× 4mの トレンチを、埋設箇所に設定した。

2.調 査 課

調査は、西から東へ順次すすめた。一部を除き、地表下 lm前後において、平安末～鎌倉期の遺物を包含す

る層が検出されるため、合計 51ヶ 所にトレンチを設定したが、遺構の検出はなかった。遺物も小破片で、一部

磨減しており、調査地の東側、現八夫集落周辺に遺跡の中ッふ部があるとみられる。
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3。 ま と め

今回の調査では、遺構の検出はなかったものの、トレンチの大部分で、遺物包含層を発見しており、当該地

が、遺跡の周辺部であることが判明した。したがって、次年度以降の工事区については、十分な注意が必要と

なろう。

〔調査参加者〕

調査員 川立長司、調査補助員 北野隆司・林 伸次・三井弘樹・北脇邦彦・野上 透・辰己邦子
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